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【
罵
橋
克
載
、

ソ
ウ
ル
米
村
耕

一
】
政
府
は
２９
日
、

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル

ー
発
を
発
射
し
た
と
発
表
し
た
。

ミ
サ
イ
ル
は
北
朝
鮮
西
岸
か
ら
午
前
５
時

５８
分
む
ろ
に
発
射
さ
れ
、

北
海
道

・
襟
差
博
の
上
空
を
通
過
し
て
午
前
６
時

‐２
分
ご
ろ
に
岬
の
東
約
１
１
８
０
Ｆ
の
太
平
洋
上
に
落
下
し
た
と
推
定
し
て

い
る
。

北
朝
鮮
が
日
本
列
島
上
空
を
通
過
す
る
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
の
は

昨
年
２
月
以
来
。

政
府
は
全
国
際
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
１２

道
県
に
配
信
し
た
。

日
本
へ
の
被
書
や
落
下
物
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

自

衛
路
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
破
壊
措
置
を
実
施
し
な
か

っ
た
。

８
月
１４
日
、

北
朝
鮮
の
朝
鮮
人
民
軍
戦
略
軍
司
令
部
を
視
察
し
、

指
揮
富
ら
と
協
議

す
る
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長

（中
央
）
＝
朝
鮮
中
央
通
信

・
朝
鮮
通
信

ここ――幸

日
本
政
府
や
韓
国
軍
合
同
参
謀
本

一

部
に
よ
る
と
、

ミ
サ
イ
ル
は
平
壌

・
一

順
安
付
近
か
ら
発
射
さ
れ
、

飛
行
距

！

離
は
約
２
７
０
０
ゴ
、

最
高
高
度
は

，

５
５
０
ゴ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

督
義
偉
営
房
長
官
は
記
者
会
見

一

し
、

「現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

我
が

一

国
の
領
域
へ
の
沼
下
物
は
確
認
さ
れ

一

て
い
な
い
」
と
説
明
。

安
倍
晋
三
首

一

相
か
ら
①
情
報
収
集

・
分
析
に
全
力

一

を
挙
げ
、

国
民
に
迅
速

・
的
確
な
捕

一

報
提
供
を
行
う
②
航
空
機
や
船
舶
の

一

安
全
確
認
を
徹
底
す
る
③
落
下
物
に

一

よ
る
被
書
の
確
認
―
―
な
ど
の
指
示

一

が
あ

っ
た
と
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
一

北
朝
鮮
が
事
前
に
飛
行
コ
ー
ス
な

一

ど
を
予
告
せ
ず
に
日
本
上
空
を
通
過

一

す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
の

一
は
極
め
て
異
例
。

安
倍
首
相
は
記
者

団
に

「政
府
は
発
射
直
後
か
ら
ミ
サ

イ
ル
の
動
き
を
完
全
に
把
握
し
て
お

り
、

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
万

生
の
態
勢
を
取

っ
た
」
と
強
調
。

ミ
サヽ

イ
ル
発
射
を

「暴
挙
」
と
非
難
し
、
「こ

れ
ま
で
に
な
い
深
刻
か
つ
重
大
な
脅

威
だ
。

断
田
た
る
抗
議
を
北
朝
鮮
に

行

っ
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
国
連
安

全
保
障
理
事
会
に
繋
急
会
合
の
開
催

を
要
請
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

政
府
は
発
射
直
後
、

関
係
閣
僚
に

よ
る
国
家
安
全
保
障
会
議

（Ｎ
Ｓ
Ｃ
）

を
開
催
。

小
野
寺
五
典
防
衛
相
は
記

者
団
に

「ミ
サ
イ
ル
は
１
発
が
い
く

つ
か
に
分
か
れ
た
こ
と
は
確
認
し
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

三
つ
に
分
離

し
て
落
下
し
た
と
の
情
報
も
あ
る
。

襟婁岬から
東約1180名
に落下

襲
脚
伊
市村朴翻
県

北海道 青森県

岩手県 宮城県

秋田県 山形県

福島県 茨城県

栃木県 群馬県

長野県 新潟県

盟蘭部磁 騨 母孟濡論づyン畿鍋120ロニ統る1瓦


